
「市長と語る」

より多くの外国人留学生・就労者の受け入れと、

よりよい就職、日本語教育や生活のサポート推進

2023年7月8日
長谷川 隆



ウ

もっともっと多くの外国人に働きに来てもらうことが必須

生産年齢人口の減少：2010年から
外国人に助けられているが
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平均年齢48歳

平均年齢28歳（インド）

.

中央年齢23歳（ネパール）

ネパールでも少子化が始まっている



日本は労働力不足なのに、移民・難民受入れが少なく、賃金も低い

.

国 人口 出生数/年 移民・難民受け入れ、賃金など

日本 1億2500万 80万

初任給がスイスの3分の1
時給がオーストラリアの3分の1
年収が韓国・台湾より低い
インドネシアで介護1000人募集し、

100人のみ応募
難民を受け入れない先進国として世
界が非難（難民受け入れ20人/年位）

ドイツ 8000万 80万
トルコ人労働者受け入れの歴史。
難民67万人受入れ（2016年末時点）

カナダ  4000万 50万人/年の移民を受け入れる

UAE    100万
900万人の外国人労働者
自国民は人口の10％



日本の課題
GDPの世界での比率：2010年から

.日本： 20年間伸びず ネパール：20年で5-6倍

GVP推移： 1980～2022

日本のGDP比率は
3分の１に急減

欧米、世界の給与が上がり
日本に働きに来る魅力が落ちている



日本で６年学んでもカナダで再留学・就職した例
Aさん：

・ネパールで医学部合格

・日本語を学び、朝日奨学生に合格。

医学部はお金がかかるので、無料で学べる日本行きを決断。

・日本に6年間留学。

2年間日本語学校、4年間ITの大学で学ぶ。

毎日深夜12時から朝5時過ぎまで毎日5時間の新聞配達の仕事。

・箱根でホテルのManagementの仕事をするネパール人男性と結婚。

彼は働きながらアメリカの大学院の勉強をオンラインで受講。

・カナダのITの大学院に入り、ITの仕事もする。夫もカナダへ。

日本で働く魅力が落ちている



日本の課題

１．他国に比べ低賃金： 30年間、経済が停滞。 給与が上がらず、円安。

欧米より残業が多く、長い休暇が取れない。

２．日本語習得が難しい：漢字、敬語。特定技能等で働きに来ると勉強しない。

日本での生活も子供の教育も大変。生活のサポート必要。

３．難しい就職： 大学を卒業しても、高い日本語能力が求められる（N1かN2以上）

一方、日本の大学ランクは低い。

４．英語ができない日本人、日本社会

５．日本の大学、大学院を卒業しても、欧米で就職



提案:より多くの外国人の留学生、就労者の受け入れのために

1．企業への一定期間（5年）就労を前提とした公・企業の奨学金基金の設立

⇒その基金が留学希望者の保証人になる。

（東京入管が他地域の入管に比べ入国審査に厳しすぎる）

2．在留外国人に対する日本語教育推進。

⇒ひらがなも読めずに働いているだけの外国人が増えている。

3．在留外国人に対するよりよい職への転職推進： 市として支援

4. NPOや行政を通じた生活のサポート：医療、教育、

⇒出稼ぎで祖国へ送金だけ、から家族で住み続けられる日本に。



ご清聴ありがとうございました。

ヒマラヤ ： アンナプルナ マチャプチャレ
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